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1.　 われ われの家庭生 活は，それを とりま く， めまぐ

るしい変動を ともなってい る社 会のなかに， それととも

に流動している。かつそ の社会 は，現 代社会とし て捉 え

られ，工業社会(技術社 会)から脱 工業社 会， あるい は情

報社 会,管 理社 会などと名付け られ ながら変化し てい る。

かような動 きある社 会とい う地平 に対 比させつつ，家庭

の「基本構造」を新しい視 点- それを もし生 活学的 な

立場 ともいい得 るかｰ から一つ の仮説前提 として探 索

ナ るこ とを試 みた。

2.　 われ われはかかる意味におい て，家庭生 活をその

日常性 のな かに捉え，そこ に現 われてい る限りにおい て

の生 活現象 をありのままに記述し， それを構造主義的 な

方法 に依りつつ， その基 本構造 が如何 にあるかにアプ ロ

ーチし，次い でその全体「構造 」が如 何なるものである

かの解 明への途 を志 ざし ている。

3.　 まず第１に，家 庭生活の基 本的構造を日常生活の

なかに図式化し，つ いでエネル ギーの代謝構造を明らか

にするとともに，人 間の存在 の諸様相をも捉え，それを

可能 にならし める諸 条件， ならびに生活手段，方法とし

ての諸様式（生活文化）を明確にせんと試みた。特にそれ

らに 用い られる， 学的認 識を基 礎とし， 生活技術的な面

をも考 慮しつつ，生 活過程 の分析 の全 体的把握に，肉迫

し ようとし た。


